
株式会社セリオス

軽い 強い 早い 安全

浸水に備える止水板

浸水対策用止水パネル



地球温暖化によると云われている気象変動によりゲリラ豪⾬が多発、浸⽔被害が急増
しています。
これは、50㎜/hを超える降⾬量の頻度が急増していることに起因しています。

弊社は、この浸⽔被害を軽減するための⽌⽔板の研究と設計・製造・販売を通じて
社会に貢献します。

＊軽い ＊強い ＊早い ＊安全

＜地下駐⾞場への浸⽔を防ぐ⽌⽔板事例＞＜集中豪⾬や河川の氾濫による洪⽔イメージ＞

W3200㎜の⽌⽔板でも⼀⼈で持ち運べる

＊急なゲリラ豪⾬や⾼潮・⼤⾬よる河川の増⽔は、想像以上のスピードで変化します。
⽌⽔板の設置には、スピーディな作業が要求されますが、第⼀には安全、確実で
なければなりません。

弊社製品は、取り扱い運⽤⾯においても、永年の経験値をベースに最良の製品をご
提案いたします。



２ ⼾当り（枠）の種類
⼾当り（枠）は、⽌⽔パネルを固定するための部品です。
ＦＲＰ製コ型⼾当りとＳＵＳ製⾓型⼾当りの２種類があります。

SUS製（⾓型）

マグネット式 ハンドル式
FRP製コ型⼾当たりは横⼊れ⽅式を採⽤しているため
左右の形状が異なる。

メトロ

扇町

ＣＦＲＰ製

ＳＵＳ製⼾当りは現場の状態
により形状を変える

左側 右側

１ ⽌⽔パネルの種類 ＣＦＲＰ製・ハイブリット製の 2種類があります。
＜＜ＦＲＰ製は別のカタログ参照願います＞＞

ハイブリット製（ＣＦ＋ＦＲＰ）

強い・軽い・簡単運⽤ 強い・軽い・簡単運⽤

止水板の種類と構成-１

⽌⽔板は、⽌⽔パネル・⼾当たり（枠）・中間⽀柱で構成されております。

ハンドル

ハンドルのピン受け⽳



止水板の種類と構成-２

敷⾦物

中間⽀柱置台（拡⼤）
中間⽀柱置台

３．中間⽀柱の種類

鉄製メッキ（取外し式） ＳＵＳ製（固定式）ＳＵＳ製（取外し式） ＳＵＳ製（固定型）

⽌⽔板を設置する場所に凹凸がある場合はパネルの底部が当たるように
SUS製の敷⾦物を設置して漏⽔を防ぎます。

開⼝部が広く中間⽀柱が必要な場合は
左右1本づつ設置する。

敷⾦物

中間⽀柱置台
中間⽀柱置台（拡⼤）

４ 敷⾦物（SUS製）と中間⽀柱置台

出⼊⼝の幅が広いところには、中間⽀柱を設置します。
中間⽀柱には、床⾯への固定式と取外し式の２種類があります。



止水パネルの特徴と仕様-１

CF製⽌⽔パネル

主な製品仕様

ＣＦＲＰ製⽌⽔パネル

⽌⽔パネルと⼾当りの構造（ハンドル⽅式）

＊ 軽い アルミ製の約1/3重量
＊ 強い ⽔深1ｍに耐える
⋆ 取付が簡単 ハンドルを押し下げるだけ
＊ 安⼼安全 作業負担が少なく安全運⽤

標準：3200㎜/枚
（特別仕様にも対応）

標準：500㎜/枚
（特別仕様にも対応）

勾配のない場所

⽌⽔幅

⽌⽔⾼

設置対象場所

製品の特⻑
＊ 主要部材 炭素繊維強化プラスチック

（ＣＦＲＰ製）
＊ 標準サイズ Ｗ3200㎜×Ｈ500×Ｔ70

Ｈ1000㎜の場合 2段積
＊ セットタイム 30秒程度

（パネルが近くに収納
されている場合）

＊ 重量 ９㎏/㎡
＊ 強度 H500㎜の場合⽔圧400ｋｇに耐える

H1000㎜の場合⽔圧1200ｋｇに耐える
＊ 漏⽔量 JIS規格の等級 Ws‐5相当

製品の⼀般仕様

【⽌⽔パネルの断⾯図】

⽔圧

70㎜

485㎜ 500㎜

15㎜
底部パッキン

側⾯パッキン
（厚さ5㎜）

ハンドル
【ＳＵＳ製⼾当り】

ハンドルの
ピン受け⽳

ハンドルを回し⼾当たりの
ピン受け⽳に嵌め込む。



⽔圧

【⽌⽔パネルの断⾯図】

側壁

【⼾当り（左側）と⽌⽔パネル】

マグネット

底部パッキン（厚さ15㎜）

側⾯パッキン
（厚さ5㎜）

アンカーボルト（M6)

鉄板

側⾯パッキン

マグネット

FRP製コ型⼾当り
（外⽅式）

流失防⽌ストッパー

止水パネルの特徴と仕様

パネルと戸当りの構造（マグネット方式）

ロック装置
（ラッチ）

⽌⽔パネル

ラ

チ

70㎜

485㎜

15㎜

500㎜

117㎜

15 10

25㎜ 70㎜

15㎜

【右側⼾当たりサイズ】
奥⾏＝117㎜ 幅＝90㎜
流出防⽌ストッパー＝45㎜

⽌⽔パネルＨ５００㎜２段積

製品の⼀般仕様
＊主要部材 炭素繊維 ∔ ガラス繊維
＊標準サイズ w3200mmXH500㎜Xt70㎜

（H1000の場合2段積み）
＊セットタイム 1分程度

（パネルが近くに収納）
＊重量 H500㎜の場合11㎏/㎡

H1000㎜の場合12kg/㎡
＊強度 H500㎜の場合⽔圧400㎏に耐える

H1000㎜場合⽔圧1200㎏に耐える
＊漏⽔量 JIS規格の等級 Ws‐5相当

止水パネルの特徴と仕様-２

⽌⽔パネル１段

製品の特⻑
＊ 軽い アルミ製の約3/5重量
＊ 強い ⽔深1ｍに耐える
⋆ 取付が簡単 ⽌⽔パネルを⼾当りに吸着

させる
＊ 安⼼安全 作業負担が少なく安全運⽤
＊ パネル⾊ 標準：⽩

（パネル⾊の指定可能）

⽌⽔パネル２段積

ハイブリット製 止水パネル



⽌⽔パネルの設置⽅法
１．ハンドル式⽌⽔パネル

２．マグネット式⽌⽔パネル

⽌
⽔
パ
ネ
ル

側壁

SUS製⾓形⼾当たり側⾯パッキン

⼾当たりに⽌⽔パネルをあてがい
ハンドルを回し⼾当たりの⽳に
ハンドルの先端を⼊れ固定する

側壁

⽌
⽔
パ
ネ
ル

ロック装置
（ラッチ）

流失防⽌
ストッパー

FRP製コ型⼾当たり
ロック装置の⽖

FRP製コ型⼾当たりに⽌⽔パネルを
はめ込み上から押し込むとラッチの
⽖がラッチ受け⽳に⼊りカチッと⾳が
すると設置終了
＜パネルの嵌め込み⽅法は次ページ参照＞

鉄板内臓

ＳＵＳ製⼾当り

ハンドルを回し
パネルを固定

⽌⽔パネル

アンカーボルト

ロック受け

ＦＲＰ製コ型⼾当り

アンカーボルト

ハンドル



パネルの取り付け⽅（横⼊れ⽅式）

下図を参考に次の⼿順でパネルを取り付ける。（横⼊れ⽅式）
①パネルを40㎜程度持ち上げ、右側の⼾当り内に斜めにして差し⼊れ右⼀杯にパネルを寄せる。
②パネルを左⼾当り内に⼊れる。
③パネルが⼾当り内に納まったことを確認しパネルを左⼾当りに密着させ上から押さえる。
④パネルの両端を押さえラッチがカチッと⾳がすれば嵌め込み終了

ＦＲＰ製Ｌ字型⼾当り

流失防⽌ストッパー

パネルの取り外し⽅
①パネルを⼿前に引きラッチとマグネットがＬ字型⼾当りから外れたかを確認。
②パネルを取り付け⽅と逆の⽅法で取り外す。

①

②

③
④

側⾯パッキン

ラッチの⽖

鉄板

マグネット

⽌⽔パネル

⽌⽔パネル

【左側⼾当り】 【右側⼾当り】

➁

マグネット式⽌⽔パネルの取り付け⽅



⽌⽔パネル収納庫
⽌⽔パネル収納庫の概略図

側
壁

⽌⽔パネル収納庫

⽌⽔パネル収納庫の扉

蝶番

アンカーボルトで
収納庫を固定

SUS製の⽌⽔パネル収納庫

⽌⽔パネル収納庫は、パネルの取り付ける
場所に近い所に設置する。（緊急対応）
⽌⽔パネルを収納する場合は、収納庫の扉を
⼿前に引き開けその扉に⽌⽔パネルを乗せ
収納し扉を閉める。

開閉

⽌⽔パネル収納庫を側壁に固定 ⽌⽔パネル収納庫の扉を開き
パネルを収納（２枚⼊れ）



止水パネルの強度・水密テスト
パネル 2枚積み 水深1ｍ

専用プールで 水深1ｍの水圧テスト＜例＞

テスト製品 ：ＨＢ製⽌⽔パネル W3200㎜×Ｈ500㎜×ｔ70㎜
設置状態 ：パネルを2段重ねにして専⽤のテストプールに設置（パネル⾼1000㎜）
⽔量 ：⽔深1ｍまで⽔を張りパネルと⽅⽴（枠）の状況を観察
パネルのタワミ： 1/180
強度 ：問題なし
漏⽔ ： JIS規格の等級 Ws‐5程度

テスト状況と結果

⽔圧試験⽤⽔槽 ⽔槽にH500㎜のパネル（２段積）

⽔槽に⽔を注⼊しパネルの強度・撓み・漏⽔状況を検査





株式会社セリオス

お問い合わせ：⽌⽔板事業部 TEL06‐6222‐1451
http://www.serious.co.jp mail:info@serious.co.jp

【⼤阪本社】⼤阪市中央区⽡町2‐4‐10 廣瀬⼜⼀ビル 8Ｆ
【東京本社】東京都渋⾕区笹塚1‐54‐7 ＫＳビルジング 7Ｆ
【⽀店・営業所】神⼾⽀店/広島⽀店/名古屋⽀店/東京⽇野オッフィス他


